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国
民
年
金
保
険
料

免
除・納
付
猶
予
制
度

今
年
度
の
受
け
付
け
は
７
月
１
日
㈪
か
ら

心
の
不
安
を

打
ち
明
け
て
み
よ
う

ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
相
談

　

免
除
や
納
付
猶
予
が
認
め
ら
れ
る
期

間
は
、
翌
年
６
月
ま
で
で
す
。
申
請
日

時
点
か
ら
２
年
１
カ
月
前
分
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

免
除
制
度

　

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ

の
前
年
な
ど
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
に
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付

が
全
額
ま
た
は
一
部
免
除
と
な
り
ま
す
。

納
付
猶
予
制
度

　

50
歳
未
満
の
人
で
、
本
人
、
配
偶
者

そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
な
ど
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
に
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
と
き
、

誰
に
、
ど
の
よ
う
に
相
談
す
れ
ば
よ
い

の
か
戸
惑
う
も
の
で
す
。
そ
ん
な
と
き

に
は
一
度
、
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
相
談
に

電
話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

仕
事
へ
の
不
安
や
家
族
の
悩
み
に

関
す
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

　

昨
年
度
の
相
談
内
訳
は
、
仕
事
に
就

く
こ
と
や
仕
事
を
続
け
る
こ
と
へ
の
不

安
な
ど
社
会
生
活
に
関
す
る
も
の
が
48

件
と
多
く
、
次
い
で
家
族
の
病
気
へ
の

不
安
な
ど
家
庭
生
活
に
関
す
る
も
の
や
、

性
な
ど
身か
ら
だ体
に
関
す
る
相
談
な
ど
が
寄

せ
ら
れ
、合
計
１
０
３
件
で
し
た
。（
図
）

　

最
近
の
相
談
の
特
徴
と
し
て
、
男
性

は
自
分
自
身
に
つ
い
て
の
悩
み
、
女
性

は
家
族
や
友
人
な
ど
に
関
す
る
相
談
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

対
話
に
よ
っ
て
心
を
解
き
ほ
ぐ
す

　

相
談
す
る
こ
と
で
気
持
ち
が
解
き
ほ

ぐ
さ
れ
、
心
の
整
理
や
区
切
り
が
つ
け

ら
れ
る
よ
う
対
応
し
て
い
ま
す
。

対
象　

お
お
よ
そ
30
歳
く
ら
い
ま
で
の

人
と
そ
の
保
護
者

相
談
方
法　

電
話
や
面
談
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
希

望
が
あ
れ
ば
、
専
門
相
談
機
関
へ
の
紹

介
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と

　

手
続
き
を
せ
ず
、
保
険
料
の
未
納
期

間
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
障
害

や
死
亡
な
ど
の
不
慮
の
事
態
が
発
生
し

た
と
き
に
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

年
金
の
受
給
に
は
10
年
以
上
の
　
　

受
給
資
格
期
間
が
必
要
で
す

　

保
険
料
の
未
納
期
間
が
多
く
な
る
と
、

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
額
が
減

額
に
な
る
場
合
や
、
受
給
で
き
な
く
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
に
は
、

受
給
資
格
期
間
（
国
民
年
金
の
保
険
料

を
納
付
し
た
期
間
や
厚
生
年
金
の
被
保

険
者
期
間
な
ど
の
期
間
）
が
10
年
以
上

必
要
で
す
。

　

全
額
免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間
と
一

部
免
除
さ
れ
た
保
険
料
を
納
付
し
た
期

間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
額
に
一
部
反
映

さ
れ
、
受
給
資
格
期
間
に
も
算
入
さ
れ

ま
す
。
猶
予
と
な
っ
た
期
間
は
老
齢
基

礎
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
受

給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
。

追
納
制
度

　

免
除
・
納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ
た
期

間
の
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る

追
納
を
す
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
額
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

追
納
が
で
き
る
の
は
、
追
納
の
手
続

き
を
し
た
月
の
前
10
年
以
内
の
免
除
等

期
間
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
承

認
期
間
の
翌
年
度
か
ら
３
年
度
目
以
降

に
追
納
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保
険
料

額
に
一
定
の
金
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

追
納
を
希
望
す
る
場
合
は
、
帯
広
年
金

事
務
所
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　
収
入
の
減
少
や
失
業
な
ど
の
理
由
で
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

戸
籍
住
民
課
国
民
年
金
係
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４
１
４
３
）
、

帯
広
年
金
事
務
所
（
西
１
南
１
、
☎
25
・
８
１
１
３　
音
声
案
内
２
番
→
２
番
）

問
い
合
わ
せ

青
少
年
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
６
１
）

問
い
合
わ
せ

※1　�一部免除された保険料を納めていない期間は、未納扱いとな
りますので注意してください。

※2　�一定額を超えていても、失業などの理由があれば特例免除を
受けられる場合があります。

①年金手帳または基礎年金番号通知書
②個人番号確認と本人確認ができる書類
　▷個人番号（マイナンバー）カード
　▷�通知カード＋運転免許証など（顔写真付きであれ
ば１点、顔写真なしであれば２点）

③印鑑　④代理人が申請する場合は委任状

【失業などを理由とした特例免除申請の場合】
⑤失業証明書類
　（離職票、退職辞令、雇用保険受給資格者証など）

　特例免除申請の詳細は問い合わせください。

免除・納付猶予申請に必要なもの

対象者 前年所得基準（目安） 受け取る年金額の割合
（全額納めた場合との比較）

全額免除

本人、配偶者、
世帯主それぞ
れの前年など
の所得が一定
額以下の人※2

（扶養親族等の数+1）
× 35万円+22万円 8分の4

3/4免除
（1/4納付）※1

78万円+扶養親族等控除額
+社会保険料控除額等 8分の5

半額免除
（半額納付）※1

118万円+扶養親族等控除額
+社会保険料控除額等 8分の6

1/4免除
（3/4納付）※1

158万円+扶養親族等控除額
+社会保険料控除額等 8分の7

納付猶予

・50歳未満の人
・�本人と配偶者そ
れぞれの前年
などの所得が一
定額以下の人

（扶養親族等の数+1）
× 35万円+22万円

追納しないと
反映しません
（受給資格期間
に含まれます）

未　　納
反映しません
（受給資格期間
に含まれません）

免除・納付猶予制度の対象者と所得基準・年金額に反映する割合

家庭生活
18件
家庭生活
18件

その他 12件その他 12件
学校
生活
6件

学校
生活
6件
交友 7件交友 7件 合計

103件
合計
103件

社会生活
48件
社会生活
48件

身体 12件身体 12件

ソネビル
東館

と
か
ち
館

Ｎ
Ｈ
Ｋ

北
電帯広

市役所
ソネビル２階
ヤング

テレホン相談

ソ
ネ
ビ
ル
東
館

西
５
条

N

図　平成30年度の相談状況

●受付日時
　月〜金曜日（祝日を除く）、9時〜17時30分
●場所　
　西6条南6丁目3、ソネビル2階　
　おびひろ地域若者サポートステーション内

広 告

ヤングテレホン相談窓口

相談専用電話 ☎ 22・8349
　  wakamono-soudan@keisei-kai.jp

※携帯電話からEメールで相談する場合は、パソコンからの発信メールを受信できる設定にしてください。


